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議
案
第
22
号
関
係

定
額
減
税
補
足
給
付
金対

象
者
に
確
認
書
を
送
付

　
　

定
額
減
税
補
足
給
付
金
の
対
象
件
数
と
受
給

手
続
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

対
象
件
数
は
１
万
５
０
０
０
件
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
受
給
に
必
要
な
手
続
に
つ
い
て
は
、

補
足
給
付
の
対
象
者
に
住
所
、
氏
名
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
登
録
さ
れ
て
い
る
公
金
受
取

口
座
を
記
載
し
た
確
認
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
認
書
の
内
容
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
特
に

手
続
を
す
る
必
要
は
な
く
、
後
日
、
公
金
受
取

口
座
に
給
付
金
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
公
金
受

取
口
座
が
な
い
場
合
や
、
確
認
書
に
記
載
さ
れ

た
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い
場
合
ま
た
は
給
付

金
を
辞
退
す
る
場
合
は
、
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
市
に
返
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
手
続
が
行
わ
れ
ま
す
。

議
案
第
22
号
関
係

定
額
減
税
補
足
給
付
金

10
月
末
ま
で
に
は
給
付
完
了
予
定

　
　

定
額
減
税
補
足
給
付
金
の
給
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

補
正
予
算
の
成
立
後
、
直
ち
に
シ
ス
テ
ム
の

改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員

を
数
人
採
用
し
、
７
月
下
旬
頃
に
は
対
象
者
の

方
に
確
認
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
　

そ
の
後
、
確
認
書
の
処
理
、
振
込
口
座
の
登

録
な
ど
を
行
い
、
10
月
末
ま
で
に
は
給
付
を
完

了
す
る
予
定
で
す
。

議
案
第
22
号
関
係

教
員
等
が
先
進
地
視
察
等
を
実
施
し

授
業
の
進
め
方
を
学
ぶ

　
　

教
育
委
員
会
総
務
事
務
費
の
普
通
旅
費
の
詳

細
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

子
ど
も
主
体
で
学
び
を
進
め
る
複
線
型
授
業

に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
春
日
井
市
の

小
中
学
校
へ
の
視
察
及
び
東
京
で
開
催
さ
れ
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
授

業
の
進
め
方
を
学
ぶ
夏
季
学
習
会
に
参
加
す
る

た
め
の
旅
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、

事
業
の
指
定
校
及
び
協
力
校
の
教
員
や
、
学
校

教
育
課
職
員
な
ど
で
す
。

議
案
の
審
議
及
び
審
査
状
況

　

６
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
査
状
況
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
文
教
委
員
会

委
員
長　

中
山
貴
弘　

副
委
員
長　

泉　

清
秀

委　

員　

竹
内
祥
浩　

髙
橋
直
之　

伊
藤
清
一
郎

　
　
　
　

冨
田
一
太
郎

第３回定例会
　第３回市議会定例会を６月14日から６月28日までの15日間を会期として開きました。
　令和６年度知多市一般会計補正予算（第１号）をはじめ２議案を可決、諮問１件を適任と認め、報告
４件を受理、１件を承認し、意見書１件を可決し、議員派遣を可決して閉会しました。

件                  名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果

議案22　令和６年度知多市一般会計補正予算（第１号）
総　　務
福祉文教
建設経済

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

議案23　令和６年度知多市一般会計補正予算（第２号） 総　　務
福祉文教

可決（全員）
可決（全員） 可決（全員）

諮問１　人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて － － 適任（全員）

報告４　令和５年度知多市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について － － 受理

報告５　令和５年度知多市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について － － 受理

報告６　令和５年度知多市下水道事業会計予算繰越計算書の報告について － － 受理

報告７　市長専決処分事項の承認を求めることについて
　　　　（知多市税条例及び知多市都市計画税条例の一部を改正する条例）
　　　　（知多市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

－ － 承認（全員）
承認（全員）

報告８　市長専決処分事項の報告について
　　　　（保育園の管理不十分による事故の損害賠償の額の決定及び和解） － － 受理

意見書１若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化
　　　　を求める意見書について － － 可決（全員）

　　　　議員派遣について － － 可決（全員）

※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。

６月議会

議案審議結果

総
務
委
員
会

委
員
長　

石
濵
隼
人　

副
委
員
長　

安
島
崇
展

委　

員　

小
浦
智
夫　

川
脇
裕
之　

林　

正
則

　
　
　
　

渡　

眞
弓
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議
案
第
23
号
関
係

資
材
費
な
ど
の
高
騰
に
よ
り

梅
が
丘
幼
稚
園
の
工
事
費
を
再
積
算

　
　

梅
が
丘
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も
園
化
工
事
費
の

補
正
額
の
算
出
根
拠
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

予
算
積
算
時
に
、
愛
知
県
の
建
築
工
事
設
計

積
算
参
考
資
料
に
準
じ
た
標
準
単
価
な
ど
に
よ

り
積
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
の
資
材
費
や
人
件
費
の
高
騰
を
見
込
み
設
計

金
額
を
積
算
し
直
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
22
号
関
係

新
舞
子
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
委
託
料
を
当
初
よ
り
増
額

　
　

新
舞
子
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
委
託

料
の
増
額
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

バ
ス
運
転
手
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に

　

伴
う
配
置
人
員
の
増
や
、
燃
料
費
の
高
騰
に
よ

り
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
経
費
が
当
初
の
見

積
り
を
大
き
く
超
過
し
た
こ
と
が
増
額
の
主
な

理
由
で
す
。

　
　

そ
の
他
、
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
会
場

設
営
費
や
印
刷
製
本
費
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
22
号
関
係

蓄
電
池
の
普
及
促
進
に
よ
り

電
力
価
格
高
騰
や
災
害
に
対
策

　
　

住
宅
用
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
設
備
導

入
促
進
補
助
金
の
蓄
電
池
へ
の
補
助
額
を
増
額

す
る
理
由
及
び
算
定
根
拠
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

蓄
電
池
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

余
剰
電
力
の
自
家
消
費
を
一
層
促
進
す
る
と
と

も
に
、
昨
今
の
電
力
価
格
高
騰
対
策
や
災
害
時

の
電
源
確
保
を
図
る
た
め
、
増
額
す
る
も
の
で

す
。

　
　

ま
た
、
金
額
の
算
定
根
拠
に
つ
い
て
は
、
愛

知
県
の
補
助
額
が
蓄
電
池
１
台
に
つ
き
５
万
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
１
０
０
台
の
申
請
を
見
込
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
５
０
０
万
円
の
増
額
と
な

る
も
の
で
す
。

▼
「
再
審
法
（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）」
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
の
お
願
い

　

・
提
出
者　

再
審
法
の
改
正
を
め
ざ
す
知
多
半

島
市
民
の
会
共
同
代
表
の
稲い

の
う生
昌し

ょ
う
ぞ
う
三
さ
ん
、

古ふ
る

田た　

明
あ
き
ら
さ
ん
、
篠し

の

原は
ら

俊と
し

彦ひ
こ

さ
ん

▼
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
化
と
大
幅
引
き
上
げ
、

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
と
公
正
取
引
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
公
契
約
事
業
従
事
者
の
適
正
賃
金
と
安
定
雇
用

を
確
保
す
る
公
契
約
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

▼
地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

▼
保
育
所
職
員
の
人
材
定
着
・
確
保
の
た
め
保
育

士
配
置
基
準
と
公
定
価
格
を
抜
本
的
に
改
善
し
、

離
職
し
な
い
保
育
職
場
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
介
護
・
障
害
福
祉
職
場
の
１
人
夜
勤
を
な
く
し
、

複
数
配
置
を
基
準
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」
導
入
の
た

め
の
条
例
制
定
で
は
な
く
、
教
職
員
の
長
時
間

過
密
労
働
解
消
の
た
め
の
施
策
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

・
提
出
者　

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委

員
会
代
表
の
西に

し

尾お

美み

沙さ

子こ

さ
ん

▼
人
権
擁
護
委
員

　

野の

田だ

有ゆ

美み

子こ

氏
（
西
巽
が
丘
１
丁
目
）

執
行
機
関
の
委
員

監
査
委
員　

渡

眞
弓

広
域
連
合

知
多
北
部
広
域
連
合
議
会

　

中
山
貴
弘　
　

石
濵
隼
人　
　

藤
井
貴
範

　

伊
藤
清
一
郎

一
部
事
務
組
合

西
知
多
医
療
厚
生
組
合
議
会

　

中
山
貴
弘　
　

伊
藤
正
明　
　

石
濵
隼
人

　

林　

正
則　
　

泉　

清
秀　
　

藤
井
貴
範

　

伊
藤
清
一
郎

附
属
機
関
の
委
員

民
生
委
員
推
薦
会　

中
山
貴
弘

都
市
計
画
審
議
会

　

中
山
貴
弘　
　

伊
藤
正
明　
　

石
濵
隼
人

　

林　

正
則

内
部
機
関
の
委
員

広
報
広
聴
委
員
会

　

髙
橋
直
之　
　

服
部
洋
志　
　

中
山
貴
弘

　

伊
藤
正
明　
　

石
濵
隼
人　
　

林　

正
則

　

泉　

清
秀　
　

藤
井
貴
範

建
設
経
済
委
員
会

委
員
長　

藤
井
貴
範　

副
委
員
長　

髙
橋　

至

委　

員　

服
部
洋
志　

伊
藤
正
明　

藤
沢　

巌

　
　
　
　

久
野
た
き

昨年の新舞子ビーチフェスティバル

の様子

人　

事　

案　

件

陳　

情　

紹　

介

議
会
選
出
各
種
委
員

議員活動レポート

常任委員会

　常任委員会は、その所管に属する事務を調査する権限（所
管事務調査）があり、６月定例会における委員会では、次
の所管事務調査を行いました。
○　総務委員会：デジタルツール活用による市民サービス 
　の向上及び業務の効率化について
○　福祉文教委員会：後期高齢者糖尿病性腎症重症化予防 
　事業について
○　建設経済委員会：ゼロカーボンシティちたに向けた取 
　組について
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地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
に
当
た
り

パ
ブ
コ
メ
な
ど
で
市
民
の
声
を
反
映

　
　
知
多
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
市
民
要
望
を

反
映
さ
せ
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
代

表
と
し
て
の
市
民
が
構
成
員
に
な
っ
て
い
る
地

域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
し
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通
利
用
者
の
利
用
目

的
や
乗
り
継
ぎ
、
利
用
頻
度
な
ど
の
情
報
収
集

に
加
え
、
中
高
生
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
市
民
の
声
を
計
画
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
。

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い
よ
う

自
殺
対
策
に
係
る
施
策
を
拡
充

　
　
本
市
の
自
殺
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
知

多
市
の
実
現
を
目
指
し
、
知
多
市
自
殺
対
策
計

画
を
策
定
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
の
計
画
の
最
終
評
価
は
、
基
本
施
策
の

目
標
５
項
目
の
う
ち
、
３
つ
で
目
標
を
達
成
、

２
つ
で
現
状
よ
り
や
や
改
善
と
な
り
、
全
体
的

に
達
成
で
き
ま
し
た
。
基
本
目
標
の
「
自
殺
者

の
減
少
」
の
項
目
は
、
自
殺
者
数
・
自
殺
死
亡

率
と
も
目
標
値
よ
り
悪
化
し
ま
し
た
。

　
　
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
危
機
は
誰
に
で
も
起

こ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
周
囲
の
早
め
の
気
づ

き
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
全
庁
的
な
視
野

で
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、
地
域
・
職
域
と
も

一
体
と
な
っ
た
施
策
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

７
年
４
月
の
新
庁
舎
着
工
を
目
指
し

施
工
業
者
を
選
定

　
　
新
庁
舎
建
設
工
事
に
お
け
る
発
注
の
方
法
及

び
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
発
注
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
価
格
の
み
の
競

争
で
は
な
く
、
施
工
能
力
や
地
域
貢
献
に
関
す

る
提
案
な
ど
価
格
以
外
の
要
素
を
含
め
て
総
合

的
に
評
価
を
す
る
総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
と

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
令
和
９
年
５
月
の
開

庁
を
見
据
え
、
品
質
を
確
保
し
た
上
で
工
期
を

遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
築
・
電

気
・
機
械
設
備
・
外
構
工
事
を
一
括
発
注
す
る

予
定
で
す
。
見
通
し
と
し
て
は
、
６
年
11
月
に

工
事
発
注
の
公
告
を
行
い
、
７
年
４
月
に
工
事

に
着
手
で
き
る
よ
う
施
工
業
者
を
選
定
し
、
契

約
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
新
庁
舎
で

よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
　
新
庁
舎
に
お
け
る
執
務
室
及
び
窓
口
ス
ペ
ー

ス
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
執
務
室
は
、
仕
切
り
の
な
い
空
間
に
、
座
席

　
の
数
や
配
置
を
均
一
に
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
と
し
、

職
員
が
自
由
に
席
を
選
ん
で
働
け
る
フ
リ
ー
ア

ド
レ
ス
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
サ
ポ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
設

置
し
、
職
員
の
打
合
せ
や
作
業
、
昼
食
や
休
憩

の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
ま
す
。

　
　
窓
口
は
少
な
い
移
動
で
用
事
を
済
ま
せ
ら
れ

る
よ
う
に
配
置
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
仕
切
り
を
設
け
ま
す
。

　
　
市
民
・
職
員
と
も
に
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
新
庁
舎
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
市
民
サ

　
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た

管
理
不
全
空
家
等
の
認
定
基
準
検
討

　
　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
改
正
の
概
要
及
び
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　
主
な
改
正
点
は
３
点
で
、
１
点
目
は
市
町
村

が
空
家
等
活
用
促
進
区
域
を
定
め
た
場
合
に
、

接
道
規
制
や
用
途
規
制
を
合
理
化
し
、
空
き
家

活
用
を
重
点
的
に
実
施
で
き
る
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
。
２
点
目
は
管
理
不
全
空
家
等
に
対

し
指
導
・
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な 

っ
た
こ
と
。
３
点
目
は
特
定
空
家
等
の
除
却
な

ど
に
つ
い
て
、
緊
急
時
は
命
令
な
ど
の
事
前
手

続
を
省
略
し
緊
急
代
執
行
が
可
能
と
な
る
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
今
後
は
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
管
理
不
全
空
家
等
の
認

定
基
準
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
ち
た
市
を

情
報
モ
ラ
ル
教
育
教
材
と
し
て
活
用

　
　
小
中
学
校
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
や
危
険
性
、
よ
り

よ
い
活
用
方
法
な
ど
を
学
ぶ
教
材
と
し
て
「
Ｇ

Ⅰ
Ｇ
Ａ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
ち
た
市
」
を
授
業
の
中

で
活
用
し
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
基

本
的
な
使
い
方
や
ル
ー
ル
、
情
報
社
会
へ
参
画

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
視
点
に
つ
い
て
、
単

に
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
リ
ス

ク
を
考
え
て
判
断
し
、
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
の
ル
ー
ル
や

保
護
者
向
け
の
留
意
点
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ 

ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
へ

の
意
識
の
醸
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
政
会
　

石

濵

隼

人

市
民
ク
ラ
ブ

藤

井

貴

範

窓口スペースのイメージ図

創
政
会
　

髙

橋

至

市
民
ク
ラ
ブ

中

山

貴

弘

公
明
党
議
員
団

小

浦

智

夫
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ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
促
進
に
向
け

活
用
方
法
・
事
例
を
取
り
ま
と
め

　
　
知
多
市
に
お
け
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
の

実
績
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の

　
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
参
加
し
、
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で
す
。
本
市
で
も
令
和
４

年
度
か
ら
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
や
大
会
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
５
年
度

は
高
齢
者
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
も
加
わ
り
、
高

齢
者
を
含
め
た
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
、
楽
し
め
る
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
６
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る

効
果
の
検
証
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
、
ス
ポ
ー

ツ
、
教
育
な
ど
、
各
分
野
に
お
け
る
具
体
的
な

活
用
方
法
、
事
例
を
取
り
ま
と
め
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
活
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

名
古
屋
三
河
道
路

ル
ー
ト
帯
な
ど
の
決
定
時
期
は
未
定

　
　
西
知
多
道
路
の
長
浦
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
青
海
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
ま
で
の
用

地
取
得
状
況
並
び
に
名
古
屋
三
河
道
路
の
ル
ー

ト
帯
及
び
道
路
構
造
の
決
定
時
期
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　
西
知
多
道
路
に
お
け
る
令
和
６
年
度
末
時
点

の
用
地
取
得
率
（
面
積
ベ
ー
ス
）
は
、
国
施
行

区
間
で
あ
る
長
浦
Ｉ
Ｃ
か
ら
日
長
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

ま
で
は
約
６
割
、
県
施
行
区
間
で
あ
る
日
長
Ｉ

Ｃ
か
ら
青
海
Ｉ
Ｃ
ま
で
は
約
９
割
で
す
。

　
　
名
古
屋
三
河
道
路
は
、
地
域
の
住
民
な
ど
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ル
ー
ト
帯
及
び
道

路
構
造
の
決
定
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
年
度
か
ら
旭
公
園
と
七
曲
公
園
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
予
定

　
　
指
定
管
理
者
制
度
に
関
し
、
本
市
の
現
状
及

び
今
後
の
導
入
予
定
施
設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

　
活
用
す
る
こ
と
で
、
施
設
の
使
い
や
す
さ
な
ど

　
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
管
理
費
用
の
削

減
を
図
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
の

公
共
分
野
に
お
け
る
事
業
機
会
の
拡
大
に
寄
与

す
る
こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。
現
在
、
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
施

設
は
26
施
設
で
、
指
定
管
理
料
の
総
額
は
、
令

和
６
年
度
当
初
予
算
で
５
億
５
８
３
万
３
０
０

　
０
円
で
す
。
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
７
年
度

か
ら
ベ
テ
ィ
さ
ん
の
家
旭
公
園
及
び
七
曲
公
園

に
導
入
予
定
で
す
。

自
衛
官
募
集
の
た
め

法
令
に
基
づ
き
個
人
情
報
提
供

　
　
自
衛
官
募
集
に
係
る
対
象
者
名
簿
の
自
衛
隊

へ
の
提
供
に
法
的
根
拠
は
な
く
、
国
は
あ
く
ま

で
も
お
願
い
と
し
て
い
る
が
、
本
市
が
情
報
提

供
す
る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
自
衛
隊
法
第
97
条
で
「
市
町
村
長
は
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
自
衛
官
及
び
自
衛
官
候

補
生
の
募
集
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
う
」

と
定
め
ら
れ
、同
法
施
行
令
第
１
２
０
条
で「
防

衛
大
臣
は
自
衛
官
又
は
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
市
町
村

長
に
対
し
、
必
要
な
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
法
令
に
基
づ
い
た
防
衛
大
臣
の
依
頼
に
応
じ

18
歳
及
び
22
歳
と
な
る
方
の
氏
名
、生
年
月
日
、

性
別
及
び
住
所
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
政
に
対
す
る

　
一
般
質
問

　
第
３
回
定
例
会
本
会
議
で
、
11
人
の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
主
な
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
議
員
名
の
下
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
各
議
員
の
質
問
映
像
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

ｅスポーツ体験会の様子

ベティさんの家旭公園

創
政
会
　

安

島

崇

展

創
政
会
　

伊

藤

正

明

松
風
会

服

部

洋

志

日
本
共
産
党
議
員
団

久

野

た

き



－ 5 －－ 5 －

地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
に
当
た
り

パ
ブ
コ
メ
な
ど
で
市
民
の
声
を
反
映

　
　
知
多
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
市
民
要
望
を

反
映
さ
せ
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
代

表
と
し
て
の
市
民
が
構
成
員
に
な
っ
て
い
る
地

域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
し
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通
利
用
者
の
利
用
目

的
や
乗
り
継
ぎ
、
利
用
頻
度
な
ど
の
情
報
収
集

に
加
え
、
中
高
生
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
市
民
の
声
を
計
画
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
。

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い
よ
う

自
殺
対
策
に
係
る
施
策
を
拡
充

　
　
本
市
の
自
殺
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
知

多
市
の
実
現
を
目
指
し
、
知
多
市
自
殺
対
策
計

画
を
策
定
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
の
計
画
の
最
終
評
価
は
、
基
本
施
策
の

目
標
５
項
目
の
う
ち
、
３
つ
で
目
標
を
達
成
、

２
つ
で
現
状
よ
り
や
や
改
善
と
な
り
、
全
体
的

に
達
成
で
き
ま
し
た
。
基
本
目
標
の
「
自
殺
者

の
減
少
」
の
項
目
は
、
自
殺
者
数
・
自
殺
死
亡

率
と
も
目
標
値
よ
り
悪
化
し
ま
し
た
。

　
　
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
危
機
は
誰
に
で
も
起

こ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
周
囲
の
早
め
の
気
づ

き
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
全
庁
的
な
視
野

で
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、
地
域
・
職
域
と
も

一
体
と
な
っ
た
施
策
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

７
年
４
月
の
新
庁
舎
着
工
を
目
指
し

施
工
業
者
を
選
定

　
　
新
庁
舎
建
設
工
事
に
お
け
る
発
注
の
方
法
及

び
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
発
注
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
価
格
の
み
の
競

争
で
は
な
く
、
施
工
能
力
や
地
域
貢
献
に
関
す

る
提
案
な
ど
価
格
以
外
の
要
素
を
含
め
て
総
合

的
に
評
価
を
す
る
総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
と

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
令
和
９
年
５
月
の
開

庁
を
見
据
え
、
品
質
を
確
保
し
た
上
で
工
期
を

遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
築
・
電

気
・
機
械
設
備
・
外
構
工
事
を
一
括
発
注
す
る

予
定
で
す
。
見
通
し
と
し
て
は
、
６
年
11
月
に

工
事
発
注
の
公
告
を
行
い
、
７
年
４
月
に
工
事

に
着
手
で
き
る
よ
う
施
工
業
者
を
選
定
し
、
契

約
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
新
庁
舎
で

よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
　
新
庁
舎
に
お
け
る
執
務
室
及
び
窓
口
ス
ペ
ー

ス
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
執
務
室
は
、
仕
切
り
の
な
い
空
間
に
、
座
席

　
の
数
や
配
置
を
均
一
に
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
と
し
、

職
員
が
自
由
に
席
を
選
ん
で
働
け
る
フ
リ
ー
ア

ド
レ
ス
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
サ
ポ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
設

置
し
、
職
員
の
打
合
せ
や
作
業
、
昼
食
や
休
憩

の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
ま
す
。

　
　
窓
口
は
少
な
い
移
動
で
用
事
を
済
ま
せ
ら
れ

る
よ
う
に
配
置
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
仕
切
り
を
設
け
ま
す
。

　
　
市
民
・
職
員
と
も
に
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
新
庁
舎
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
市
民
サ

　
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た

管
理
不
全
空
家
等
の
認
定
基
準
検
討

　
　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
改
正
の
概
要
及
び
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　
主
な
改
正
点
は
３
点
で
、
１
点
目
は
市
町
村

が
空
家
等
活
用
促
進
区
域
を
定
め
た
場
合
に
、

接
道
規
制
や
用
途
規
制
を
合
理
化
し
、
空
き
家

活
用
を
重
点
的
に
実
施
で
き
る
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
。
２
点
目
は
管
理
不
全
空
家
等
に
対

し
指
導
・
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な 

っ
た
こ
と
。
３
点
目
は
特
定
空
家
等
の
除
却
な

ど
に
つ
い
て
、
緊
急
時
は
命
令
な
ど
の
事
前
手

続
を
省
略
し
緊
急
代
執
行
が
可
能
と
な
る
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
今
後
は
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
管
理
不
全
空
家
等
の
認

定
基
準
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
ち
た
市
を

情
報
モ
ラ
ル
教
育
教
材
と
し
て
活
用

　
　
小
中
学
校
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
や
危
険
性
、
よ
り

よ
い
活
用
方
法
な
ど
を
学
ぶ
教
材
と
し
て
「
Ｇ

Ⅰ
Ｇ
Ａ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
ち
た
市
」
を
授
業
の
中

で
活
用
し
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
基

本
的
な
使
い
方
や
ル
ー
ル
、
情
報
社
会
へ
参
画

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
視
点
に
つ
い
て
、
単

に
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
リ
ス

ク
を
考
え
て
判
断
し
、
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
の
ル
ー
ル
や

保
護
者
向
け
の
留
意
点
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ 

ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
へ

の
意
識
の
醸
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
政
会
　

石

濵

隼

人

市
民
ク
ラ
ブ

藤

井

貴

範

窓口スペースのイメージ図

創
政
会
　

髙

橋

至

市
民
ク
ラ
ブ

中

山

貴

弘

公
明
党
議
員
団

小

浦

智

夫
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一
般
行
政
職
職
員
の
受
験
資
格

短
大
及
び
高
専
の
卒
業
者
も
可

　
　
一
般
行
政
職
職
員
の
採
用
に
当
た
り
、
大
卒

以
上
だ
け
で
な
く
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学

校
の
卒
業
者
に
も
受
験
資
格
を
与
え
る
考
え
に

つ
い
て
、
ま
た
愛
知
県
や
近
隣
自
治
体
と
連
携

し
た
社
会
人
経
験
者
採
用
活
動
を
検
討
す
る
考

え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
令
和
６
年
度
の
Ａ
日
程
ま
で
は
受
験
資
格
を

大
卒
以
上
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｂ
日
程
か
ら

は
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
方
に
も
受
験
を
認
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
人
経
験
者
に
つ
い
て
は
、

県
及
び
近
隣
自
治
体
と
連
携
し
た
採
用
活
動
の

検
討
が
必
要
な
分
野
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
調
査
研
究
し
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
環
境
で

妊
産
婦
の
相
談
に
対
応

　
　
妊
婦
に
対
す
る
相
談
体
制
及
び
出
産
後
の
見

守
り
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に
、
保
健
師
や
助

産
師
が
専
用
の
個
室
で
面
接
を
行
い
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
、
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
相
談
支
援
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
　
出
産
後
の
見
守
り
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
や

助
産
師
が
電
話
を
行
い
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

や
母
親
の
心
身
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。ま
た
、

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
で
は
、
市
が

実
施
す
る
離
乳
食
講
習
会
な
ど
の
母
子
保
健
や

子
育
て
支
援
の
事
業
を
紹
介
し
、
必
要
な
方
に

は
継
続
し
て
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
方

に
合
っ
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

新
緑
知
多

川

脇

裕

之

創
政
会

髙

橋

直

之

＝議会を傍聴してみませんか＝
 ８月·９月の議会開催日程（予定）

８月21日（水）　議会運営委員会
　　　　　　　　広報広聴委員会
９月４日（水）　第４回定例会本会議（開会・議案上程）
９月５日（木）　本会議（一般質問）
９月６日（金）　本会議（一般質問）
９月９日（月）　本会議（議案審議・決算認定議案上程・委員会付託)
９月10日（火）　福祉文教委員会
９月11日（水）　建設経済委員会
９月12日（木）　総務委員会
９月18日（水）　決算審査特別委員会
９月19日（木）　決算審査特別委員会
９月20日（金）　決算審査特別委員会
９月26日（木）　議会運営委員会
　　　　　　　　広報広聴委員会
９月30日（月）　本会議（委員長報告・討論・採決・閉会）
　　　　　　　　全員協議会

※　各常任委員会の開催日程は、８月21日頃に決定します。　　　　
　時間はいずれも午前９時30分からを予定していますが、詳しくは
議会事務局までお問い合わせください。
　　また、手話通訳または要約筆記を希望される方は、事前に事務局
までお申し込みください。
　　なお、市役所庁舎１階ロビーにおいて、本会議の様子をモニター
でライブ中継します。

　　広報広聴委員会については、10月に２回の開催を予定しています。
　　（詳しくは、知多市ホームページ内の市議会のページをご覧ください。）
　　電　話　０５６２ - ３６ - ２６８５（直通）
　　ＦＡＸ　０５６２ - ３３ - ８２９９

本会議の会議録・録画映像が
ご覧になれます

　　過去の本会議会議録及び本会議録画
映像を、インターネット上の次の場所
でそれぞれ公開しています。
　　スマートフォンからのアクセスには、
次のＱＲコードを御利用ください。

【会議録】
市ホームページ→市議会→議会　会議録検索→
会議録検索→会議録検索（外部リンク）

【録画映像】
市ホームページ→市議会→本会議映像配信→
本会議録画映像配信→本会議録画映像（外部リンク）

会議録

録画映像

子育て総合支援センター

日　時：令和６年８月３日（土）

　　　　午前10時から11時30分まで

場　所：知多市勤労文化会館やまももホール

内　容：第１部　３月及び６月定例会の議会報告

　　　　第２部　グループディスカッション形式

　　　　　　　　による意見交換

　　　　テーマ　①：「未来を見据えた子育て支援」

　　　　　　　　②：「みんなで考えよう♪
　　　　　　　　　　　　　　　知多市観光コース」

※今回は会場内にキッズスペース（無料）を設けます。
　お子様連れの方もお気軽に御参加ください。

第13回 知多市議会 議会報告会
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若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書
　近年、処方箋がなくても薬局やドラッグストアで購入できる市販薬の濫用・依存や急性中毒が、重大な社会問題と
なりつつある。実際、市販薬の過量服薬（オーバードーズ）による救急搬送が、平成30年から令和２年にかけて2.3倍
に増加したという報告や、精神科医療施設を受診する患者において、市販薬を主たる薬物とする薬物依存患者が、平
成24年から令和２年にかけて約６倍に増加したといった報告がある。
　国立精神・神経医療研究センターの令和２年調査によると、全国の精神科医療施設で薬物依存症の治療を受けた10
代の患者の主な薬物において、市販薬が全体の56.4パーセントを占めているとのことである。また、過去１年以内に
市販薬の濫用経験がある高校生の割合は60人に１人と深刻な状況にあることも明らかになった。
　不安や葛藤、憂鬱な気分を和らげたい等、現実逃避や精神的苦痛の緩和のために、若者がオーバードーズに陥るケー
スが多いと言われている。中には、過剰な摂取を繰り返すことで、肝機能障害、重篤な意識障害や呼吸不全等を引き
起こしたり、心肺停止で死亡したりする事例も発生している。
　市販薬は違法薬物とは違い、所持することで罪にはならないことから、濫用が発見されにくいという現実があると
同時に、オーバードーズによる健康被害は、違法薬物よりも深刻になる場合もある。
　よって、国におかれては、このような薬物依存による健康被害から一人でも多くの若者を守るために、下記の特段
の取組を実施するよう要望する。

記

１�　現在、濫用等のおそれがある市販薬を販売する際、購入者が子ども（高校生、中学生等）である場合は、その氏
名や年齢、使用状況等を確認することになっているが、その際、副作用等の説明を必須とすること。

２�　若者への薬剤の販売において、その含有成分に応じて販売する容量を適切に制限すると同時に、対面かオンライ
ン通話での販売を義務づけ、副作用等の説明と合わせて、必要に応じて適切な相談窓口等を紹介できる体制を整え
ること。

３�　若者のオーバードーズには、社会的孤立や生きづらさが背景にあるため、オーバードーズを孤独・孤立の問題と
して位置付け、若者の居場所づくり等の施策を推進すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和６年６月２８日
愛知県知多市議会

※�　上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、厚生労働大臣、内閣府特命担当大臣（孤独・孤立対策）、衆議院議長、参議院議
長に提出しました。

【縦のカギ】
 1.�路線バス〇〇〇〇定期券の３割補助が令和６年４月１日から知多市でスタートしました。
 5.ラーメン、そば、うどん、夏はそうめんなど。〇〇類。
 6.意見や認識の食い違い。
 7.�主に若者の間で、「好きで、強く支持しており、人に薦めたい対象」のこと。
 8.大きな木づちのことをこう呼ぶことがあります。
 9.市役所敷地内で約17年を経て「アオノ〇〇〇〇〇ラン」が開花。
11.特別天然記念物で学名は「ニッポニア・ニッポン」。
13.コロナ禍では病院に行ってもこれはできませんでした。

【横のカギ】
 2.�バスケットボール日本代表の髙田選手が、佐布里梅を使ったもの

をプロデュースしています。
 3.公立西知多総合病院がこの病気の診療拠点病院となりました。
 4.知多市に拠点を置くプロフットサルチーム「〇〇〇オーシャンズ」。
 6.電球をねじ込むところ。
 7.年に一度七夕に彦星と出会うのは。
 8.新南土地区画整理事業地区内に〇〇の丘公園が開園しました。
10.多くの人が群がり集まるさまのたとえ。雲とかすみ。
12.桃太郎の家来はイヌ、サルと〇〇。

二重枠の文字を並べ替えて答えを当ててください。
ヒント：暑い日に食べたい
※答えは裏表紙に掲載しています

パ
ズ
ル

クロスワードチャレンジ！ 
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視
察
日　

５
月
21
日
～
22
日

視
察
先
・
視
察
内
容

◆
神
奈
川
県
横
須
賀
市

「
書
か
な
い
窓
口
に
つ
い
て
」

　

横
須
賀
市
で
は
、
住
民
異
動
手
続
に
お
い
て
、

市
民
が
何
枚
も
申
請
書
を
書
く
負
担
や
待
ち
時
間

の
軽
減
、
手
続
漏
れ
や
記
入
ミ
ス
の
防
止
、
業
務

の
効
率
化
な
ど
を
目
的
と
し
た
窓
口
業
務
の
改
善

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
主
な
取
組
に
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
質
問
に
順
番
に
答
え
る
こ
と

で
、
引
っ
越
し
や
家
族
の
異
動
に
関
す
る
必
要
な

手
続
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
「
手
続
き
ナ
ビ
」、

手
続
き
ナ
ビ
に
よ
っ
て
提
出
が
必
要
と
判
別
さ
れ

た
届
出
書
類
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
括
し
て
作

成
で
き
る
「
申
請
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ス
」、
あ
ら
か

じ
め
来
庁
時
間
を
予
約
で
き
る
「
事
前
予
約
シ
ス

テ
ム
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
24
時
間
３
６
５
日
ア
ク
セ
ス
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
整
備
中
の
新
庁
舎
の
目
標

と
す
る
姿
の
一
つ
と
し
て
「
効
率
性
・
機
能
性
の

高
い
庁
舎
」
を
掲
げ
て
い
る
。
市
民
負
担
の
軽
減
、

職
員
の
業
務
効
率
向
上
、
環
境
負
荷
の
軽
減
等
の

観
点
か
ら
も
、
類
似
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

窓
口
業
務
の
改
善
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
を
検

討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
も
、

デ
ジ
タ
ル
化
だ
け
で
は
カ
バ
ー
し
切
れ
な
い
こ
と

も
、
両
面
か
ら
参
考
に
な
る
点
が
多
く
、
新
庁
舎

整
備
に
対
す
る
提
言
の
一
助
と
し
た
い
。

◆
東
京
都
八
王
子
市

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
つ
い
て
」

　

八
王
子
市
は
、
令
和
３
年
に
創
設
さ
れ
た
「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
」
で
、
優
れ
た

取
組
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
と
し
て
、
金
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。
受
賞
に
当
た
っ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
策
定
に
係
る
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
市

民
が
参
画
で
き
る
仕
組
み
や
、
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
あ
る
ま
ち
の
姿
や
魅
力
を
実
現
す
る
た
め

の
職
員
に
対
す
る
意
識
啓
発
な
ど
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。
こ
の
取
組
は
、
単
に
積
極
的
な
転
入
者
の

増
加
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
よ
る
定
住
人
口
の

減
少
緩
和
、
交
流
人
口
及
び
活
動
人
口
の
増
加
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
庁
内
の
意
識
醸
成
）
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、
八
王
子

市
職
員
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
ま
と
め
た
ブ
ラ

ン
ド
ブ
ッ
ク
「
み
ち
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
の
配
布
や
、
広

報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
研
修
の
実
施
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
職
員
各
自
が
自
ら
の
仕
事
と

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
示
す
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
結

び
つ
き
を
理
解
し
、
実
践
に
移
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
職
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
利
用
者

数
の
多
い
駅
を
は
じ
め
、
市
民
、
観
光
客
が
目
に

す
る
機
会
を
増
や
し
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
る
取
組
な
ど
、

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
も
大

変
参
考
と
な
る
視
察
で
あ
っ
た
。

視
察
日　

５
月
８
日
～
９
日

視
察
先
・
視
察
内
容

◆
富
山
県
富
山
市

「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

　

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
乳
幼
児
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
受
け
入
れ
る
形
態
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を

指
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
小
規
模
・
共
生
・
地
域

密
着
で
あ
り
、
一
般
住
宅
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
身

近
な
住
宅
地
の
中
に
立
地
し
て
お
り
、
地
域
と
の

交
流
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
地
域
共
生
型
の
施
設
に
よ
っ
て
、
様
々
な
効
果

が
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
齢
者
に
と
っ
て 

は
、
子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
日
常
生
活
に

張
り
合
い
が
生
ま
れ
た
り
、
児
童
に
と
っ
て
は
、

お
年
寄
り
や
障
が
い
者
な
ど
他
人
へ
の
思
い
や
り

を
身
に
つ
け
る
教
育
面
の
効
果
が
あ
っ
た
り
す
る

な
ど
、
多
種
多
様
な
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
る
と
感

じ
た
。

　

富
山
市
及
び
富
山
県
で
は
こ
の
よ
う
な
施
設
を

推
進
し
て
い
く
た
め
、
施
設
整
備
な
ど
の
助
成
制

度
を
設
け
る
だ
け
で
な
く
、
講
座
や
研
修
会
を
実

施
し
て
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
な
ど
、
新
た

に
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
よ
う
と
す
る
方

に
対
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
社
会
の
課
題
に
向
き
合
う

市
民
を
支
え
、
知
多
市
が
よ
り
よ
く
な
る
よ
う
、

議
会
と
し
て
も
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意

義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

八王子市での視察の様子

福
祉
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
先
進
地
視
察
報
告

総

務

委

員

会

視察先自治体メモ
・神奈川県横須賀市　人口約37万5,000人
　三浦半島の北半分を占め、東側は東京湾、西側
は相模湾に面している。江戸時代から国防の拠点
とされ、戦前には、大日本帝国海軍横須賀鎮

ちん

守
じゅ

府
ふ

や横須賀海軍工
こう

廠
しょう

を有する軍港都市として栄えた。
現在もアメリカ海軍第７艦隊や海上自衛隊、陸上
自衛隊の基地や施設が置かれている。

・東京都八王子市　人口約57万8,000人
　江戸時代には、甲州街道の宿場町として栄え、
絹織物産業や養蚕業が盛んであったため、「桑の
都」とも呼ばれていた。東京府内において東京市
に次いで２番目に市制を施行し、それ以降、多摩
地域の行政及び商業の中心都市として、国や東京
都の出先機関、商業施設や商店街等が集積する都
市となっている。

　

総
務
、
福
祉
文
教
、
建
設
経
済
の
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
、
他
の
自
治
体
の
先
進
的
な
取
組
状

況
を
視
察
し
、
そ
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
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◆
福
井
県
福
井
市

「
学
力
・
体
力
向
上
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

福
井
県
は
、
昨
今
、
全
国
的
な
課
題
と
さ
れ
て

い
る
不
登
校
児
童
生
徒
率
が
最
も
低
く
、
子
ど
も

の
運
動
能
力
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
１
位
を
獲
得
す

る
な
ど
、
教
育
面
に
お
い
て
は
全
国
的
な
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。

　

学
力
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
学
力
調
査
Ｓ
Ａ
Ｓ

Ａ
を
昭
和
26
年
か
ら
実
施
し
、
そ
れ
を
基
本
に
県

と
市
で
教
育
面
の
連
携
に
発
展
性
を
持
た
せ
て
い

る
。
ま
た
、
教
員
研
修
に
お
い
て
は
主
体
性
を
大

切
に
し
て
お
り
、
興
味
・
関
心
・
目
的
に
あ
っ
た

講
座
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
各
種
企
業
、
市
役
所
な
ど
と
連
携
し
、
よ
り

充
実
し
た
内
容
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

体
力
に
つ
い
て
は
、
授
業
や
部
活
動
に
お
い
て

プ
ロ
選
手
を
講
師
と
し
て
招
き
、
一
流
を
体
験
す

る
機
会
の
提
供
や
、
福
井
市
独
自
の
「
元
気
体
操

21
」
を
推
奨
し
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も
体
を
動
か

す
こ
と
の
で
き
る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
も
充
実
し
て
お
り
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
用
し
、

各
種
団
体
や
企
業
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
43
分
野

も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
。
幼
い
頃
か
ら
学
校
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

実
際
の
社
会
で
必
要
と
な
る
資
質
と
能
力
を
養
成

し
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

い
ず
れ
も
本
市
に
と
っ
て
大
変
参
考
と
な
る
取

組
で
あ
っ
た
。

視
察
日　

５
月
14
日
～
15
日

視
察
先
・
視
察
内
容

◆
兵
庫
県
尼
崎
市

「
鉄
道
駅
周
辺
の
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

に
つ
い
て
」

　

尼
崎
市
は
市
内
に
Ｊ
Ｒ
・
阪
急
・
阪
神
３
社
に

よ
る
13
の
鉄
道
駅
が
あ
る
。
今
回
は
、
阪
神
尼
崎

駅
周
辺
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
状
況
を
中

心
に
視
察
し
た
。

　

阪
神
尼
崎
駅
周
辺
の
公
共
施
設
は
、
も
と
も
と

複
数
の
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い
た
が
、

指
定
管
理
者
制
度
及
び
管
理
委
託
の
活
用
に
よ
っ

て
単
独
事
業
者
の
包
括
管
理
に
す
る
こ
と
で
全
体

の
管
理
料
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に

よ
り
浮
い
た
費
用
を
駅
周
辺
エ
リ
ア
へ
の
再
投
資

に
充
て
る
こ
と
で
効
率
的
な
施
設
管
理
を
行
っ
て

い
た
。

　

さ
ら
に
、
駅
前
の
中
央
公
園
の
再
整
備
に
お
い

て
も
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
よ
る
都
市
公
園

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
定
制
度
に
よ
り
協
働
相
手
と

な
っ
た
鉄
道
事
業
者
の
民
間
資
本
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
官
民
連
携
で
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
発
信
を
重

点
的
に
行
う
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
創
出
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
狙
う
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

今
後
は
、
公
共
施
設
の
包
括
管
理
や
、
朝
倉
駅
・

新
舞
子
駅
周
辺
に
お
け
る
鉄
道
事
業
者
と
の
協
働

が
本
市
に
お
い
て
も
効
果
的
で
あ
る
か
を
十
分
調

査
し
て
い
き
た
い
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
も
、
発
信
媒
体
や
手
法
の

新
旧
に
か
か
わ
ら
ず
、
興
味
を
持
た
れ
る
よ
う
工

夫
し
な
が
ら
発
信
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
必
要
を
改
め
て
感
じ
た
。

◆
岡
山
県
岡
山
市

「
北
長
瀬
未
来
ふ
れ
あ
い
総
合
公
園
を
活
用
し
た

　

に
ぎ
わ
い
創
出
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

岡
山
市
の「
北
長
瀬
未
来
ふ
れ
あ
い
総
合
公
園
」

は
、
旧
国
鉄
の
広
大
な
操
車
場
跡
地
に
整
備
さ
れ

た
総
合
公
園
で
あ
る
。
こ
の
公
園
を
活
用
し
た
に

ぎ
わ
い
創
出
の
取
組
を
視
察
し
た
。

　

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
民
間
資
本
の
導
入
の
ほ

か
、
市
民
参
画
の
在
り
方
も
注
目
す
べ
き
特
徴
で

あ
っ
た
。
公
園
の
整
備
構
想
の
段
階
か
ら
、
公
園

の
利
活
用
を
検
討
す
る
「
市
民
の
会
」
が
発
足
し
、

そ
の
後
、
官
民
連
携
の
「
活
用
準
備
会
」
に
発
展

し
た
。
同
会
で
は
、
施
設
の
全
面
オ
ー
プ
ン
前
か

ら
、
キ
ャ
ン
プ
体
験
や
音
楽
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
公

園
を
利
用
し
た
く
な
る
よ
う
な
取
組
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
は
、
市
民
の
公
園
へ
の
意
識
の

醸
成
に
つ
な
が
る
好
事
例
で
あ
り
、
今
後
の
公
園

整
備
に
向
け
た
提
言
の
参
考
と
な
る
有
意
義
な
も

の
で
あ
っ
た
。

尼崎市での視察の様子

福井市での視察の様子

建
設
経
済
委
員
会

視察先自治体メモ
・富山県富山市　人口約40万5,000人
　富山県のほぼ中央から南東部分までを
占めている。江戸時代になると薬

やく

業
ぎょう

や和紙
などの産業が奨励され、飛騨街道や北

きた

前
まえ

船
ぶね

航路などの交通・物流網の整備や越
えっ

中
ちゅう

売
ばい

薬
やく

 
の独特の商法も相まって「くすりのとやま」
として全国に知られるようになった。

・福井県福井市　人口約25万4,000人
　九

く

頭
ず

竜
りゅう

、足
あ す わ

羽、日野の三大河川により形
成された福井平野に発達してきた。一

いち

乗
じょう

谷
だに

朝倉氏遺跡をはじめとした多くの歴史遺
産がある。朝倉氏が治めていた中世当時の
一乗谷は小

しょう

京
きょう

都
と

と呼ばれるほどの栄華を
極めたといわれている。

視察先自治体メモ

・兵庫県尼崎市　人口約45万7,000人
　兵庫県の南東部に位置する中核市であり、
阪神電車、ＪＲ、阪急電車が東西に走り、大
阪や神戸、京都や奈良へも乗換えなしでアク
セスできる。面積約52k㎡の市域に産業機能・
都市機能が集積しており、南部に工業地域、
中央部に商業地域、北部に住宅地が広がって
いるのが特徴。

・岡山県岡山市　人口約71万3,000人
　岡山県の南東部に位置する政令指定都市で
あり、近畿と九州を結ぶ東西軸と、山陰と四
国を結ぶ南北軸の結節点に位置している。そ
のため、鉄道、道路、空路などの交通網が集
中する中国地方有数の都市である。全国的に
桃太郎の伝説ときび団子が有名。



　

建
設
経
済
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
前
列
右
か
ら
、
藤
井
貴
範
、
髙
橋　

至
、

後
列
右
か
ら
、
久
野
た
き
、
藤
沢　

巌
、

服
部
洋
志
、
伊
藤
正
明
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

委
員
会
の
所
管
は
、
環
境
経
済
部
、
都
市
整
備

部
、
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
で
す
。

　

次
号
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
を
紹
介
し

ま
す
。
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建
設
経
済
委
員
会

委 

員 

紹 

介
副委員長 委 員 長

答え：かきごおり

クロスワードパズルの全体の答えは、市公式ＨＰ及び市議会公式ＳＮＳに掲載しています。
※市議会公式ＳＮＳへのアクセスは表紙のＱＲコードを御利用ください。

市公式ＨＰ

　議会だよりの表紙に使用する写真や絵画、イラストの公募を行っています。

「＃ちた市議会だより表紙応募」を付け、インスタグラムに投稿しよう！
　市内の風景や人物、動植物、イベントなどの写真、または自ら描いた絵画・イラストをインス
タグラムに投稿してください。その際、次のことを記載してください。

　①　作品のテーマ
　②　撮影場所
　③　掲載を希望する号（春夏秋冬のいずれか）※なくても可
　④　ハッシュタグ「＃ちた市議会だより表紙応募」

問合せ　議会事務局　議事課

その他　御応募はメール、持参などでも受け付けています。
　　　　詳しくは、右のＱＲコードを読み取り、募集要項を御確認ください。

議会だよりの表紙写真等を募集 !議会だよりの表紙写真等を募集 !


